
新城市における公共交通活性化の取組 －路線を守り育てる会－ 

愛知県新城市企画課 

 
●背景 
 愛知県新城市は愛知県の東部に位置し、平成 17 年 10 月の３市町村（新

城市、鳳来町、作手村）の新設合併により誕生しました。市域面積は 499km
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と、愛知県内では豊田市に次ぐ広さを有していますが、人口は約 5 万人と

少なく、小さな集落が分散して点在している状況です。 
また、本市の公共交通は、JR 飯田線と複数の民間バス事業者が担って

きましたが、自家用車の普及に伴うバス利用者の減少によって、多くの路

線において採算が取れずに、廃止を余儀なくされてきました。そのため、

主要道路のほとんどをカバーしていたバス路線は、公的な補助によって存

続する状況となり、そのための経費も増加傾向となっています。 
 さらに、少子化に伴う学校の統廃合が進み、学童の通学手段としてのバスの必要性と合わせて、人口

に占める高齢者の割合も年々高まっており、高齢者の移動手段確保という意味においても、バスの必要

性が高まっています。 
 
●連携計画と路線を守り育てる会の概要 
 このような状況の中、本市では、平成 19 年 12 月に地域公共交通会議を設置し、より住民にとって利

便性が高く、かつ効率的な運行を作り上げるため、平成 20 年 2 月に「新城市地域公共交通総合連携計

画」を策定しました。本計画では、バス路線を協議する場は従来のような全市的な組織だけではなく、

“ひとつのバス路線に限定した行政区の枠を超えた利用者、住民が参加する組織が必要である”という

結論に至り、『路線を守り育てる会』が設置されました。概要は、以下のとおりです。 
 
 
 
【路線を守り育てる会の概要】 

①路線を守り育てる会の位置付け 

  ・地域公共交通会議の下部組織として、各地域のバス路線を協

議する「地域部会」と、さらに「路線を守り育てる会」（実

証運行の路線単位）が組織されています。 
  ・路線を守り育てる会で話し合われた内容は、新城市地域公共

交通会議で尊重され審議されます。 

 ②活動内容 

  【バス路線を作る】 図－地域公共交通会議の検討体制 

   新たに路線を新設する場合は、事前に路線を守り育てる会を組織し、運行ルート、運行時間、

運行回数などを協議します。参加メンバーは、行政区の役員、小中学生の保護者、老人クラブ

会員、バス利用者などです。 
  【バス路線を守る】 
   実際の運行について実績データを分析し、無駄な運行を無くすことや、利用促進の取り組み等

を行っています。場合によっては、運行ルート・運行時間の変更案をまとめる活動も行います。

   【路線を育てる】 
   会員によるアンケート実施、利用促進のための情報チラシを作成（次頁参考図参照）するなど、

地域のバス路線として育てるための自発的な取り組みを進めています。 



●路線を守り育てる会の活動効果 
現在、路線を守り育てる会が組織されている路線は、実証運行路線である布里田峰線（市営バス）、

つくであしがる線（市営バス）、西部線（４条路線）の３路線です。現在の対象路線のバス利用は、当

会の会員の意見が反映され、通学および高齢者の通院・買い物を中心とした運行形態となっています。 
これらの路線の中で、特に積極的な活動を行っている「つくであしがる線を守り育てる会」では、そ

の活動効果として、顕著なバス利用者数の増加が見られます。以下の参考図は、会員の方が積極的に情

報発信を行っている活動例で、自主作成しているバスかわら版です。 
今後とも、上述の取組のほか、市民ニーズの把握と反映、料金体系の改善、積極的な情報提供などの

複合的な方策を講じ、“住民に親しまれ住民が支え住民にとって便利な、新たな公共交通システム”の

構築に向けて、取り組んでいきたいと考えています。 
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（単位：人/月） 図－つくであしがる線の利用者数の推移 

表－平成 20 年度 守り育てる会の開催状況 

路線名 開催状況 

布里田峰線を守り育てる会 計 5 回 （4 月、5 月、7 月、9 月、1 月開催） 

つくであしがる線を守り育てる会 計 3 回 （9 月、11 月、1 月開催） 

西部線を守り育てる会 計 2 回 （9 月、12 月開催） 

【参考図】 路線を守り育てる会の自発的な活動例 －つくでバスかわら版・つくであしがる線を守り育てる会－ 


